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発生前のスズメノカタ亡
iラ・メヒナバなどの一年生イネ科雑革に対して、

優れた除草効果を発揮します.

エイゲン水和斉tは芝用除草薄1ととノてたtすではなく、芝生の主要病原菌

である子のう菌類 (ヘルミンⅢ、只ボi暫ウム菌・スクレ田チエマ菌等)や、

担子菌類 (リサクトニ7菌 ,予ィフラ菌等)への抗菌活性も有じています

ベントグラス・ブルークラス・日本芝に対して高い安全性を有していま

す。また、土壌中の移行性が少ないので、ベントクリーンにも安心して

使用することができます十1

ヤ を

散布液調整時の粉立ちがない水溶性内袋入りです



除革調としてのエイグン本棚

■スズメノカタビラ対策

発生消長

*エイゲン水和剤は既に発生した雑草に対しては効果があいりませんので

各地域の雑草発生状況に応じた散布時期の検討が必要です。

■メヒンバ対策

発生消長

(大日本インキ化学工業(株)総合研究所温室内ポット試験 1995年 )
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■効果:×(無)<△ <○ <◎ <● (極大)

(大日本インキ化学工業株)総合研究所圃場試験 ]995年 )
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ロスズメノカタ

試験機関

試験場所

品 種 名

散 布 日

調 査 日

薬  害

ビラに対する除車効果

西日本グリーン研究所

玄海ゴルフクラブ
ベンクロスベントグラス

19 8 8年1 0月2 6日

1989年 3月8日

なし

40    60    80

残草量 (本/m2)

■メヒンバに対する除車効果

試験機関

試験場所

品 種 名

散 布 日

調 査 日

薬  書

札幌国際カントリークラブ

パッティンググリーン

シーサイドベントグラス

1988年9月28日

1989年5月22日

本し

500       1000

残草量 (本/m2)

中国ゴルフ連盟グリーン研究所

広島カントリークラブ
ベンクロスベントグラス

1988年5月25日

1988年8月2日

なし

試験機関

試験場所

品 種 名

散 布 日

調 査 日

薬  書

無処理 |

075g/m2  1

l og/m2   ,13

].59/ml毎野 9 1

0    20

|     |     |     11020
,

,1245  1     1     1

,180    1     1

無処理 |  ‐

075g/m2 1 t ~■,90

10g/m2   ,52 1

15g/m2-561

'307無処理 |

0759/ml

10g/m■

].5g/ml甲日日ロロH65

0      100     200    300     400

残草量 (本/m2)

0   100



殺菌剤としてのエイグン本棚

試験機関

試験場所

品 種 名

散 布 日

調 査 日

薬  害

(社)日本植物防疫協会研究所 宮 崎試験農場

宮崎座輪梅ゴルフクラブ ナ ーセリー

クリービングベントグラス

エイゲン水和剤 5/10

A水和剤 5/10、5/17、5/24

5/31

なし                、

試験機関

試験場所

品 種 名

散 布 日

東日本グリーン研究所

程ケ谷カントリー倶楽部 試 験回場
ベンクロスベントグラス

エイゲン水和剤 6/17

B水呑日要門 6/17、6/24、7/]

7/8

なし

日

害

査調

薬

眺|'聞
Lじ碑

29,17

10   15   20   25   30

パッチ面積率 (%)

試験機関

試験場所

品 種 名

散 布 日

調 査 日

薬  害

三重大学生物資源学部

日野ゴルフ倶楽部 ナ ーセリー

ベンクロスベントグラス

エイゲン水和剤 5/31

C水和剤 5/31

6/]4

なし

試験機関

試験場所

品 種 名

散 布 日

(社)日本植物防疫協会研究所

カントリークラブ・ザ・レイクス 練 習場

ヒメコウラインブヾ

エイゲン水和剤 4/2、5/7

D水和剤 4/2、5/7

6/3

なし

日

書

査調

薬

エイゲン 200倍

C水和剤 500倍

試験機関

試験場所

品 種 名

散 布 日

調 査 日

薬  害

雅路卸
無処理

3 4 5 6 7 8

病斑面積率 (%)

4 6 8 1 0

病斑面積 (m7区)

長野県農事試験場

菅平高原カントリー倶楽部 ナ ーセリー

ベンクロスベントグラス

エイゲン水和剤 ]1/]7

F水和剤 11/17、11/30

4 / 1 2

なし

西日本グリーン研究所

若松ゴルフ倶楽部 フ ェアフエイ

コウライシブヾ

エイゲン水和剤 10/14

E水求□斉J l1/19、12/4、12/17、2/25

4/7

なし

日

書

査調

薬

試験機関

試験場所

品 種 名

散 布 日

根雪日i12月上旬

エイゲン 200倍

F水和剤 400倍

融雪日

エイゲン 200倍

E水和剤 500倍

璃挙ri苔汽

無処理

パッチ面積率 (%)

F _



●コウライシバに対する高薬量処理試験
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●ベントクラスに対する高粟量処理試験
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●洋乏 に対する高薬量処理試験
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●ベントクラスに対する連続施用試験●コウライシバに対する連続施用試験

使用量
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辺に植栽されている樹木に対して、エイゲン水和剤の10 0倍液を枝葉または全面に散布.
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■成分・性状

商 品 名 : エ イゲン水和斉」

種 類 名 : ピ リブチカルブ水和剤

有効成分 : ピリブチカルブ ー  ー 4700/0

構 造 式 :忙

Ltt N良 0° α的 3
|
CH3

性  状 :類 白色水和性粉末

■適用雑草と使用方法

■安全性

人畜毒f性 !普通物

急性経回毒性

ラット LE150(♂♀)>5 000mg/kg

急性経皮毒性

ラット LE150(♂♀)>2 000mg/k目

*印 は、本剤およびピリブチカルブを含む農業の総使用回数

作 物 名 適用雑草名
10アール当たり使用量

使用時期 総使用回数
* 用

法
使
方薬 量 (g) 希釈水量(2)

日 本 芝

畑地一年生

イネ科雑車
750～ 1,500

200-250
芝生育期

(雑車発生前)

内
　
酪
内

以
し、乱
以

回
だ
割
回

４
任
陥
３ヽ

散 布
ス

ス
浬
・グラゆ

西
ル
ン

ブ
ベ

250

■適用病書と使用方法

作 物 名 適 用 病 害 名 希釈倍数(倍) 使用時期 使用方法 総使用回数
*

芝

日 本 芝
疑似葉腐病 (春ほげ症 )

200
休眠期前

1甫当たり

032散 布 4 回 以 内

葉 腐病 (ラー ジパ ッチ )

発病初期

ヘルミントスポリウム葉枯病
カ ー ブ ラ リア 葉 枯 病 200～ 300

ベントグラス 葉腐病 (ブラウンパッチ)

ダ ラ ー ス ポ ッ ト病
200

雪 腐 小 粒 菌 核 病 根 雪 前
(2008年 1月現在の登録内容)

△ 効果 ・薬書等の注意
●本斉」の所定量を所要量の水にうすめ、よくかきまぜてから散布してくださしヽ。散布液調製後|よできるだけ速やかに散布してください。

●乾燥時の散布では使用水量を多めにしてください。

●本斉」は雑車発生前の処理が有効で、発芽後の雑車には効果が劣るので、時期を失しないように散布してください。

●本剤|よ広葉雑草には効果が劣るので、これらの優先圃場での使用|よさけてくださしヽ。

●葉腐病 (ブラウンパッチ)に使用する場合、多発性条件で|よ効果が劣ることがあるので、所定範囲の高濃度 (200倍)で散布してく

ださい。

●本斉」を連続散布する場合に|よ、芝の生育抑制を生じるおそれがあるので、散布間隔を1か月以上あけてくださしヽ。

●本斉」の使用に当たつて|よ、使用量 使用時期 使用方法等を誤らないように注意し、特に初めて使用する場合に|よ病害虫防除所等

関係機関の指導を受けるようにしてください。

●散布器具 容器の洗浄水及び残りの薬液|よ河川などに流出しないよう十分注意してくださしヽ。空袋など|よ環境に影響を与えない

よう、適切に処理してください。

△ 安全使用上の注意
●本剤|よ眼に対して刺激性があるので眼に入らなしヽよう注意してください。眼に入つた場合に1よ直ちに水洗し、眼科医の手当てを

受けてくださしヽ。

●散布の際|よ農薬用マスク、手袋、長ズボン 長袖の作業衣などを着用してくださしヽ。作業後|よ、手足 顔などを石けんでよく洗い、

洗眼 うがいをするとともに衣月Rを交換してください。

●作業時に着用していた衣服など|よ他のものと|よ分けて洗濯してください。

鞠

鑓
筈

保 管 !密封し、直射日光をさけ、食品と区別して、小児の手の届かなしヽ、冷涼 乾燥した場所に保管してください。

使用量に合わせ薬液を調製し、使い切ってください。空袋は回場などに放置せず、適切に処理してください。

●使用前にはラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。

航元④坐謎 予景鑑曹 _韮詫ぅ
Te1 03-5816-435]

http//www∩ s-9reen com

難 元

遥 詠 甲
本 曹

宇
株 式 会 社

∬
報

本 社 〒 1008165 東 京都千代田区大手町22]

12207R06 02CR― MN101000


